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１ 学校法人名    日 本 大 学    ２ 大学名     日 本 大 学  

 

３ 研究組織名    医学部総合医学研究所(先進医療開発グループ)    

 

４ プロジェクト所在地   東京都板橋区大谷口上町 30 番 1 号        

 

５ 研究プロジェクト名   ゲノム化学に基づく先進医療開発研究拠点  

 

６ 研究観点         研究拠点を形成する研究               

 

７ 研究代表者 

研究代表者名 所属部局名 職名 

相 馬  正 義 医学部 教授 

 

８ プロジェクト参加研究者数  22 名 

 

９ 該当審査区分    理工・情報     生物・医歯     人文・社会  

 

１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

相馬 正義 医学部・教授 
高血圧，内分泌疾患に対す

る創薬開発 
研究統括 

武井 正美 医学部・教授 
血液腫瘍性疾患に対する創

薬開発 

坑腫瘍製剤の前臨床試

験 

照井 正 医学部・教授 
悪性黒色腫に対する創薬開

発 

坑腫瘍製剤の前臨床試

験 

福田 昇 
総 合 科 学 研 究

所・教授 

腎臓，高血圧疾患に対する

創薬開発 

ポリアミドの合成，物性

開発 

上野 高浩 
医学部・兼任講

師 

脂質代謝疾患に対する創薬

開発 

ポリアミドの合成，物性

開発 

澤 充 
医学部・名誉教

授 
角膜疾患に対する創薬開発 

角膜疾患点眼剤の臨床

試験 

山本 樹生 医学部・教授 
婦人科腫瘍に対する創薬開

発 

坑腫瘍製剤の前臨床試

験 

徳橋 泰明 医学部・教授 
骨軟部疾患に対する創薬開

発 

関節疾患治療薬の前臨

床試験 

高橋 悟 医学部・教授 
泌尿器科腫瘍に対する創薬

開発 

坑腫瘍製剤の前臨床試

験 

阿部 修 医学部・教授 新規放射線増感物質として 腫瘍の放射線感受性亢
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の創薬開発 進薬の開発 

高山 忠利 医学部・教授 
消化器腫瘍に対する創薬開

発 

抗腫瘍製剤の前臨床試

験 

森山 光彦 医学部・教授 
肝炎・肝硬変に対する創薬

開発 

肝臓疾患製剤の前臨床

試験 

平山 篤志 医学部・教授 
動脈硬化症に対する創薬開

発 

心血管疾患治療薬の前

臨床試験 

片山 容一 
医学部・教授(研

究所) 
脳腫瘍に対する創薬開発 

坑腫瘍製剤の前臨床試

験 

塩野 元美 医学部・教授 
心血管疾患に対する創薬開

発 

心血管疾患治療薬の開

発 

越永 従道 医学部・教授 
小児固形腫瘍に対する創薬

開発 

坑腫瘍製剤の前臨床試

験 

松本 宜明 薬学部・教授 薬物動態解析 
ポリアミドの薬剤特性，

薬物動態解析 

青山 隆彦 薬学部・助教 薬物動態解析 
ポリアミドの薬剤特性，

薬物動態解析 

藤原 恭子 医学部・助教 
腫瘍性疾患に対する創薬開

発 

ポリアミドの基礎開発，

前臨床試験 

（共同研究機関等） 

永瀬 浩喜 

（共同研究機関等） 

千葉がんセンター

研究局・局長 

腫瘍性疾患に対する創薬開

発 
坑腫瘍製剤の開発 

葛西 洋芳 
わかもと製薬株

式会社・部長 

DNA 認識化合物による点眼

剤開発 
点眼薬開発 

新村 浩一 
株 式 会 社 ク レ

ハ・主幹研究員 
坑腫瘍製剤の開発 

GLP・GMP レベルへの

対応支援 

 

 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

プロジェクトでの研究課

題 

所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

小児固形腫瘍性疾患

に対する創薬開発 
医学部・准教授 越永 従道 

抗腫瘍製剤の前臨床 

試験 

（変更の時期：平成 23 年 6 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職

名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・准教授 医学部・教授 越永 従道 
抗腫瘍製剤の前臨床 

試験 
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旧 

プロジェクトでの研究課

題 

所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

血液腫瘍性疾患に対 

する創薬開発 
医学部・准教授 武井 正美 

抗腫瘍製剤の前臨床 

試験 

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・准教授 医学部・教授 武井 正美 
抗腫瘍製剤の前臨床 

試験 

 

 

旧 

プロジェクトでの研究課

題 

所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

角膜疾患に対する創

薬開発 
医学部・教授 澤 充 

角膜疾患点眼剤の 

臨床試験 

（変更の時期：平成 25 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・教授 医学部・名誉教授 澤 充 
角膜疾患点眼剤の 

臨床試験 

 

 

旧 

プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

脳腫瘍に対する創薬開

発 
医学部・教授 片山 容一 

抗腫瘍製剤の前臨床 

試験 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職

名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

脳腫瘍に対する創薬開

発 
医学部・教授(研究所) 片山 容一 

抗腫瘍製剤の前臨床 

試験 
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旧 

プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

腎臓，高血圧疾患に対

する創薬開発 

大 学 院 総 合 科 学 研 究

科・教授 
福田 昇 

ポリアミドの動性，物

性開発 

（変更の時期：平成 27 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職

名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

大学院総合科学研究

科・教授 
総合科学研究所・教授 福田 昇 

ポリアミドの動性，物

性開発 

 

 

 

旧 

プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

DNA 認識化合物による

点眼剤開発 

わかもと製薬株式会社・

室長 
葛西 洋芳 点眼薬開発 

（変更の時期：平成 23 年 6 月 24 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職

名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

わ か も と 製 薬 株 式 会

社・室長 

わかもと製薬株式会社・

部長 
葛西 洋芳 点眼薬開発 

 

 

 

旧 
プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

抗腫瘍製剤の開発 株式会社クレハ・所長 新村 浩一 
GLP/GMP レベルへの

対応支援 

（変更の時期：平成 23 年 4 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職

名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

株式会社クレハ・ 

所長 

株式会社クレハ・ 

主幹研究員 
新村 浩一 

GLP/GMP レベルへの

対応支援 
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旧 

プロジェクトでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

脂質代謝疾患に対する

創薬開発 
医学部・准教授 上野 高浩 

ポリアミドの合成，物

性開発 

（変更の時期：平成 28 年 3 月 1 日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職

名 

研究者氏名 プロジェクトでの役割 

医学部・准教授 医学部・兼任講師 上野 高浩 
ポリアミドの合成，物

性開発 

 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 医学研究の目的は，難治性疾患に対する治療法を開発し，苦しんでいる患者に光明をもた

らす事である。ゲノム化学に基づく遺伝子制御薬として，DNA 認識低分子有機化合物ピロー

ルイミダゾール（PI）ポリアミドは DNA の 2 重螺旋配列の副溝を配列特異的に認識し，転写因

子等を競争阻害できる。さらにゲノムの特定の部位への薬物担体としての使用も可能であ

る。日本大学では，PI ポリアミドの自動合成法と難治性疾患の責任分子を抑制する PI ポリア

ミド化合物を開発し，知財として確保し，前臨床試験を推進してきた。この成果に基づき，PI

ポリアミドの大量合成法を確立し，物性，毒性，安全性，長期全身投与の薬物動態および薬

物効果の前臨床試験を行い，臨床第Ⅰ相試験を行うことができる創薬開発，臨床応用研究

拠点の形成を目的とする。本拠点は，PI ポリアミドの臨床応用に向けて研究する大学機関で

の臨床研究拠点となるものであり，医療介護分野の国家戦略にも寄与しうる大きな意義があ

る。 

（２）研究組織 

プロジェクト開始の時点で創薬前臨床研究拠点，製薬企業の創薬開発部門との共同研究体

制は整った状態であったことから，本プロジェクトにおいては，研究成果を臨床に応用するた

めの臨床研究体制の確立を目指した。また，プロジェクト遂行を円滑にするため，各研究グ

ループへの PI ポリアミド大量供給体制，および各臨床医学系分野が参加できる体制の強化

に力を入れた。 

 その結果，疾患研究テーマ毎に，臨床各科(総合内科，眼科，泌尿器科，皮膚科，整形外

科，放射線科，腎臓高血圧内分泌内科，消化器内科，消化器外科，小児外科，産婦人科，

脳神経外科，血液膠原病内科，循環器内科等）と（旧）先端医学系基礎研究分野，さらに日

本大学薬学部が参加し，全体として先進医療開発研究体制を整えることができた。 

この体制下で，PI ポリアミドの前臨床試験から医師主導による臨床応用に向けての研究を行

った。 

（３）研究施設・設備等 

本プロジェクトにおける基礎的研究および前臨床試験には，平成 18 年度学術フロンティア事

業で整備された医学部リサーチセンター内の拠点施設を利用した。平成 23 年度に島津製作

所のペプチド合成装置 PSSM8 を 1 台購入し，本研究プロジェクトで使用する PI ポリアミドの

自動合成機能の充実を図り，既にリサーチセンター内に設置されている HPLC や質量分析装

置と合わせて，PI ポリアミド大量合成のプラットフォームを形成した。合成した PI ポリアミドの

詳細な薬物動態解析には薬学部に既に設置されている機器類を用いた。霊長類であるマー
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モセットを用いた全臨床試験には共同研究期間である実験動物中央研究所の動物実験施設

を利用した。これらの設備により，PI ポリアミド化合物の合成から機能解析までを可能にする

パイプラインが形成できた。 

（４）研究成果の概要 ※下記，１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

研究プロジェクトの計画や目的・意義と関連づけて，当初の目標をどれだけ達成したか記述

するとともに，新たに得られた知見などについても具体的に記述してください。 

各対象疾患の治療を目的とした PI ポリアミド開発を行い，以下 1)～9) に示す成果を得た。こ

れらのうち 1)～5) ，8) は実験動物に対する薬物効果を検討する前臨床試験に進み，さらに

1) TGF-β1 標的 PI ポリアミドを用いた肥厚性瘢痕治療薬の開発においては，霊長類マーモ

セットを用いた前臨床試験を行った。2) の前立腺癌治療 PI ポリアミドもマウスを用いた全臨

床試験や比較薬効試験まで進んだことから，1) 2) の PI ポリアミドについては GMP グレード

の大量合成，GLP グレードでの物性試験，安全性毒性試験の準備段階に入っている。 

 

1) TGF-β1 標的 PI ポリアミドを用いた肥厚性瘢痕治療薬の開発 

 TGF-β1 は細胞外基質の増生，線維芽細胞の遊走に関与し，腎炎，血管狭窄，肝硬変

症，肺線維症などの線維性疾患の責任分子であるが，未だに TGF-β1 を抑制する実地薬剤

は無い。これまでに TGF-β1 に対する PI ポリアミドを用いて，動物モデルを用いて進行性腎

障害や肝硬変，肺線維症，皮膚瘢痕，腹膜硬化症(文献 30, 学会 42, 54 )＊1 などの線維性

疾患の遺伝子治療の効果を確認してきた。 

 本プロジェクトにおいては，ヒトTGF-β1のプロモーターに対するPIポリアミドを７分子設計

し，その中から培養系においてヒト線維芽細胞のTGF-β1 mRNA発現を最も強く抑制するリー

ドPIポリアミドGB1101を選定した(学会19-21)＊2。次に我々はGB1101の薬効を，ヒトと相同性

の高いゲノムを持つ霊長類マーモセットを用いて検証する前臨床試験を行った。マーモセット

は新世界猿に属し，その繁殖性の高さから，製薬会社を含め創薬開発前臨床試験で用いら

れる。そこで，コモン・マーモセットを飼養し，動物実験を行う環境が整備されている公益財団

法人・実験動物中央研究所（実中研）において，皮膚肥厚性瘢痕に対するGB1101の効果を検

証する前臨床試験を行った(承認機関；実中研，承認番号12033A)。マーモセットの皮膚に

GB1101を局所注射して，切創を作成後，42日後の皮膚肥厚性瘢痕形成を評価した。PIポリア

ミドを注射した皮膚では肥厚性瘢痕は殆ど出来なかった。また組織学的にも皮膚肥厚，線維

化，ビメンチン陽性線維芽細胞浸潤を著明に抑制した(文献33)＊3。さらに軟膏として実用化

するために，医学部附属板橋病院薬剤部製剤室において，TGF-β1抑制PIポリアミドを軟膏

化し，軟膏基剤ごとの効果の違いを比較検討する研究を行った。５種類（ワセリン，プラスチベ

ース，親水軟膏，ソルベース，サンジェロース）の軟膏基剤にFITCラベルしたPIポリアミドをそ

れぞれ混合し，ラットの背部の皮膚瘢痕に塗布して皮膚への進達度を検討したところ，ソルベ

ースを基剤としたPIポリアミドが最も高い効率で皮下組織の核に取り込まれることが判った。

(文献33)＊3 

 このデータに基づき，マーモセットの皮膚切創に，ソルベースに溶解した GB1101 を塗布し，

創傷治癒の過程を観察したところ，皮下に局所注射した場合と同様，瘢痕の形成が完全に

抑制されることを確認した。 

 現在，GB1101 の GMPグレードの大量合成の準備を行っている。 

  

2)前立腺癌の悪性化を促進する ACSL3 を標的とした PI ポリアミドの開発 

  前立腺癌の増殖，進行において，アンドロゲン受容体(AR)は重要な役割を担っている。AR

は標的とする応答遺伝子の転写を促進し，その制御機構の破綻は，アンドロゲン除去療法の
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効かない去勢抵抗性前立腺癌への進行に繋がる。我々はこれまでに転写協調因子である

Oct1がARの転写活性をゲノムワイドに制御し，前立腺癌の悪性度や予後に影響することを確

認した(文献67)＊4。 

。さらに，Oct1 により発現制御を受けるアンドロゲン応答遺伝子の一つ acyl-CoA synthase 

3(ACSL3) が前立腺癌の悪性化を促進するとの知見を得た(学会 97)＊5。これらの成果をふ

まえ，我々は ACSL3 プロモーター上の Oct1 結合サイトを認識する PI ポリアミド(Oct1 ポリア

ミド)を設計し前立腺癌に対する抗腫瘍効果の検討を行った。 

 培養系において前立腺癌細胞にアンドロゲンを投与すると ACSL3 の発現が誘導されるが，

1 ないし 5μM の Oct1 ポリアミドの存在下では，その発現誘導が有意に抑えられた。この作

用は Oct1 ポリアミドが ACSL3 のプロモーター活性を抑制した結果生じていることをルシフェ

ラーゼアッセイにより確認した。培養系における前立腺癌細胞の増殖能および浸潤能は，

Oct1 ポリアミドの投与により有意に抑制された。さらに細胞をヌードマウスに皮下移植して作

成した腫瘍に対しても抗腫瘍効果を示し，週１回，１ヶ月間の投与により，腫瘍サイズの有意

な縮小を認めた。この現象はアンドロゲン依存性に増殖能を示すLNCaP のみならず，非依存

性の前立腺癌細胞株 22Rv1 においても確認できた。アンドロゲン非依存性の細胞株に対して

も効果を示したことから，同ポリアミドはアンドロゲン除去療法の効かない去勢抵抗性前立腺

癌に対する治療薬としても効果が期待できることが判った(学会 98, 99)＊6。 

 既存の前立腺治療薬ドセタキセルおよびビカルタミドとの比較薬効試験を行ったところ，細

胞生存率の抑制効果はこれらの薬剤よりも高いとは言えなかったが，細胞浸潤能に対しては

同等の抑制効果を示した。現在，ACSL3 標的 PI ポリアミドの GMP グレードの大量合成の準

備を行っている。 

 

3) 前立腺がん特異的融合遺伝子の生成を抑制する PI ポリアミドの開発 
 前立腺において染色体再配列によりアンドロゲン応答遺伝子 TMPRSS2 と癌原遺伝子

ERG が融合し，生じた融合遺伝子は，細胞の癌化・悪性化，およびアンドロゲン感受性の変

化に関与することが報告され，注目されている。また両遺伝子が融合する際に，アンドロゲン

レセプター(AR)がゲノム上の AR 結合配列に結合後，両遺伝子共通の特定配列を切断し，

染色体再配列を発生させることが過去の論文で報告されている。 
 そこで，切断される特定配列に結合し，TMPRSS2-ERG 融合遺伝子の発生を抑制する PI 
ポリアミドを設計し，細胞増殖/遊走能に与える影響を，前立腺癌細胞(LNCaP 細胞)を用い

て検討した。LNCaP 細胞はアンドロゲン刺激を行わないと融合遺伝子が発生しないことが

知られている。 
 前立腺癌細胞株 LNCaP に対しそれぞれ，切断配列に特異的に結合する PI ポリアミド

(Fusion ポリアミド)もしくは，切断配列に結合しないネガティブコントロール用PIポリアミドを1
ないし 5μM 加え，アンドロゲン刺激を行ったところ，Fusion ポリアミド処理群で，

TMPRSS2-ERG 遺伝子の発現低下，ERG 蛋白量の低下を確認した。また，Fusion ポリ

アミド添加による細胞増殖能，および遊走能の低下が MTS assay，Cell migration assay
にて確認された。さらにヌードマウスを用いた腫瘍接種実験においては，ネガティブコントロー

ル静脈注射群に比べ PI ポリアミド静脈注射群で，有意な腫瘍体積減少を確認した(文献 62，

学会 100-102, 104-106, 108-110, 162, 173)＊7。以上の結果より，Fusion ポリアミドが前立腺

癌細胞における TMPRSS2-ERG 融合遺伝子の生成・発現を抑制し，培養系および生体内

において抗腫瘍効果を示すことが判った。また投与を受けたマウスに健康被害は観察され

ず，Fusion ポリアミドの安全性が高い事が証明された。 
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4) ABCA1 遺伝子を標的とした PI ポリアミドによる善玉コレステロール HDL の誘導 

粥状動脈硬化の形成において，コレステロールの過剰な取り込みにより泡沫化したマクロフ

ァージが血管壁に沈着することは初期の重要なステップである。哺乳動物細胞はコレステロ

ールの分解ができないことから，動脈硬化の予防や進行抑制には過剰に蓄積したコレステロ

ールの除去が必要となるが，その際，高密度リポタンパク HDL が重要な役割を果たす。HDL

脂質をほとんど含まない apoA-I として分泌され，マクロファージ上に存在する ATP binding 

cassette transporter A1 (ABCA1) を介して，コレステロールを受け取り HDL となる。この

HDL が受け取ったコレステロールを肝臓に運び，胆汁への排泄を促す。 

 この経路を活性化し，マクロファージへのコレステロールの蓄積を抑制させるために，我々

は ABCA1 の発現誘導機能のある PI ポリアミドを設計し，細胞の脂質代謝への影響を調べ

た。ABCA１の発現は Activator Protein 2 α (AP2α)により負に制御されていることから，

ABCA1 のプロモーター領域の AP2α 結合サイトをブロックするポリアミドを作成し，細胞に投

与したところ，マウスのマクロファージ様細胞株 RAW264 においても肝細胞由来の細胞株

NCTC Clone 1469 においても，ABCA１の発現レベルがコントロールと比較して有意に増加し

た。培養液中に apoA-I 蛋白を投与し RAW264 細胞を培養した実験では，AP2α ポリアミド

存在下で，HDL の新生が有意に亢進し，その作用は ABCA1 の転写促進能を持つ事が知ら

れている Doxazosin に匹敵するものであった。更に AP2α ポリアミドをマウスに経尾静脈投

与を行なったところ，血中単核球および肝組織における ABCA1 の発現抑制が観察され，血

中の HDL 量がコントロールと比較して有意に上昇していた(文献 41, 学会 62, 63)＊8。以上の

結果より，AP2α ポリアミドは動脈硬化の予防や進行の抑制に有効な薬剤となる可能性が

高く，今後更なる研究が必要である。 

 

5) 抗腫瘍効果を持つ E-box 認識 PI ポリアミドの開発 

 前癌遺伝子 MYC は多くのヒト悪性腫瘍においてゲノムレベルでの増幅や発現レベルの上

昇を示すことが報告されている。MYC は basic-helix-loop-helix leucine zipper 型転写因子で

あり，MAX 蛋白質と二量体を形成し，DNA の E-box 配列に結合する。MYC により発現が

制御されている遺伝子は 4 千以上にのぼり，それらの多くは細胞の成長，増殖，代謝，アポト

ーシス，分化に関与し，細胞の形質変化を促進している。腫瘍の増殖抑制を目的として，

MYC もしくは MYC 下流遺伝子の機能や発現量を効果的に制御するために様々なアプロー

チが試みられてきたが，手技の煩雑さ，生体内への輸送の難しさなどの問題があり実用化に

は至っていない。  

 我々は，E-box 配列 CACGTG を完全にまたは部分的に認識する PI ポリアミドを複数作成

し，そのうちMyc-6がヒト骨肉腫細胞株，慢性骨髄性白血病細胞株に対し増殖抑制効果を示

す事を確認した。骨肉腫細胞株 MG63 においては，1µM より増殖能，コロニー形成能を有意

に抑制し 5 µM，以上で細胞移動能を低下させた。マウス皮下に MG63 を移植して作成した

Xenograft の成長も Myc-6 の尾静脈投与により有意に抑制された（文献 130, 学会 96, 151, 

165, 166, 175）＊9。 

 

Myc-6 の詳細な作用機序を解明するために Myc-6 ポリアミドにより発現が変化する遺伝子

を網羅的に解析したところ，18 の遺伝子が 10 µM の Myc-6 投与後有意に発現低下を示す

ことがわかった。これらの中には collagen 3A1, 14A, Matrix metalloproteinase 1 など，細

胞外基質およびその分解に関わる分子，Malat1 や NEAT1 など，RNA の成熟に関わる
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長鎖 non-coding RNA が複数含まれていた。これらが Myc-6 により直接または間接的に発

現抑制され，細胞増殖や移動能の抑制を引き起こしている可能性があり，新規の抗癌剤標

的となりうることから，現在その詳細な機能解析を進めている。 
 

6) LIT1 プロモーター結合ポリアミドによる腎芽腫細胞株の増殖抑制 

Beckwith-Wiedemann 症候群（以下，BWS）は臍帯脱出，巨舌，巨体を三主徴とする先天性

過形成症候群で 5～10％に胎児性腫瘍（腎芽腫，肝芽腫，膵芽腫）を合併する。染色体

11p15.5 の刷り込み現象調整領域（KvDMR, H19DMR）の異常（メチル化異常や欠失，父型対

立遺伝子の獲得など）によって母型片親発現調整遺伝子群の相対的絶対的な発現低下が

発生に関与しているとされる。KvDMR 領域では，母方対立遺伝子の脱メチル化で LIT1 遺伝

子が過剰発現し，腫瘍抑制遺伝子 p57KIP2 を含む周辺遺伝子を抑制しているとされる。そこで

我々は，LIT1 遺伝子を標的とした PIP を用いてヒト BWS 線維芽細胞株における LIT1 遺伝子

の発現を抑制し，1p57KIP2 遺伝子の再発現効果を検討した。 

LIT1 遺伝子プロモーター領域に存在する CCAAT box を認識するポリアミド（h-CCAAT1，

h-CCAAT3，以下 PI1，3）を設計・合成し，ヒト BWS 線維芽細胞株（BWS6，BWS9）および腎芽

腫細胞株G401 に投与したところ，いずれにおいてもLIT1 の発現低下を認めた。G401 細胞

株を用いて詳細な検討を行ったところ，PI1 と PI3 の同時投与により，細胞増殖率の低下を

認め，FACS 解析の結果，PI1, PI3 の投与によりアポトーシスが起こっていることが確認でき

た(文献 125, 学会 149, 150, 152, 153, 163)＊10。一方，免疫不全マウスに G401 を皮下注射

し作成した Xenograft に対する， in vivo での PI1 と PI3 の効果の確認を行ったが，明確な

抗腫瘍効果は確認できなかった。 

 

7) Metalloproteinase 9 (MMP9)抑制ポリアミドによる腎癌細胞株の増殖抑制 

腫瘍の転移においては細胞外基質の分解が必須の過程であり，細胞外基質に含まれる

collagen, laminin, fibronectin などの蛋白質を分解する活性のある酵素 MMP が重要な働きを

する。中でも typeIV collagen を分解する MMP9 の発現が各種の腫瘍の悪性度と相関するこ

とが報告されており，同蛋白質の発現を抑制することで，腫瘍の転移を抑制できることが期

待できる。我々は腎癌組織においても MMP9 の発現が高い患者ほど予後が悪い事を発見

し，MMP9 の発現を抑制するポリアミドが腎癌細胞株の浸潤を抑制することを確認し報告し

た（文献 63, 学会 103, 107）＊11。 

 

8) Fc 受容体 γ 鎖の発現抑制ポリアミドの開発 

 慢性糸球体腎炎やループス腎炎の発症には自己抗体と自己抗原の複合体の形成が関与

することが判っている。免疫複合体が腎臓に蓄積し，同複合体を認識する Fc 受容体 γ を発

現するマクロファージが集積し，それが引き金となって炎症反応が起こるというのが現在判明

している発病のメカニズムである。Fc 受容体 γ 鎖は免疫グロブリンの Fc 鎖を認識する Fc

受容体全般に共通して存在することから，免疫複合体関連腎炎の治療を目的として，我々は

Fc 受容体 γ 鎖の発現を抑制するポリアミドを開発することを企画した。 

 Deletion mutant を用いたプロモーター解析により，Fc 受容体 γ 遺伝子の転写開始点より

110bp 上流から 220 bp 上流の間，および 80b 上流から 110bp 上流の 2 か所に，基本転写

に大きく作用するエレメントがあることを発見した。これらの領域にはそれぞれ Ets family 転

写因子，AML-1a の consensus 配列があることから，この 2 か所をターゲットとしたポリアミド

を設計したところ，AML-1a 配列認識ポリアミドが培養マクロファージ細胞株 J774A.1 におけ
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る Fc 受容体 γ の発現を有意に抑制すること，マウスに投与した場合，末梢血中の単核球に

おける同遺伝子の発現を抑制することを確認した（文献 47, 学会 64）＊12。 

 
9) TGF-1に対する PI ポリアミドによる日大式ヒト iPS 細胞誘導法の開発 

iPS 細胞は再生医療の分野において，甚大なポテンシャルを持つ技術であるが，実用化を行

う上では，安価で簡便な作成技術の確立が求められる。iPS 細胞は，分化した体細胞に山中

4 因子を導入することにより誘導されるが，この過程で E-Cadherin の増加と TGF-β1 の抑制

による，間葉細胞の上皮化（mesenchymal-epithelial transition:MET）が必須であることが判っ

ている。そこで，我々は，TGF-β1 の発現を抑制する PI ポリアミド（TGF-β1 抑制ポリアミド）を

用いて，iPS 細胞の導入効率を向上することが可能であるか検討を行った。ヒト乳腺上皮細

胞株 MCF10A は PMA で刺激することにより，E-Cadherin の発現上昇や遊走能の更新といっ

た EMT に特徴的な形質を示すが，TGF-β1 抑制ポリアミドはこれらの反応を抑制した。さら

に，ヒト繊維芽細胞 HDF に山中４因子を導入後，フィーダー細胞上に再播種した際に

TGF-β1 抑制ポリアミドを投与すると，非投与群やネガティブコントロールポリアミドを投与した

群と比較して有意に多くの iPS コロニーを形成した（文献 32, 学会 39, 47, 48, 51, 59, 60)＊13。 

この研究と並行して，我々の研究チームでは山中４因子を DNA ではなく，タンパク質の形で

導入する試みを続けている。現時点では初期化因子の導入はウイルスを用いる手法が主流

であるため安全性に問題があるが，蛋白質を直接導入することにより，感染の危険性が無く

なる。日本大学生物資源科学部の舛廣らは蛋白を細胞内に高効率に導入する Sutabilon 蛋

白を開発しており，この手法を用いて，山中４因子タンパク質を導入する試みを続けている。

今回開発した TGF-β1 抑制ポリアミドを併用することで，iPS 導入効率が上昇することが期待

できるため，引き続き開発を続ける。 

 

＜優れた成果があがった点＞ 

人に近いゲノム構造を持つ霊長類マーモセットを用いた前臨床試験を行った。PI ポリアミドを

混合した軟膏を塗布するという投与方法でも十分効果が得られ，ヒトの肥厚性瘢痕治療薬と

しての可能性が大きく期待できる。 

 

前立腺がん特異的融合遺伝子の生成を抑制する PI ポリアミドについては，in vitro， in 
vivo の両方で融合遺伝子の生成・発現抑制と抗腫瘍効果が確認できたことから，現在特許

申請中である。 
 

もう一つの前立腺がん治療薬候補である ACSL3 抑制 PI ポリアミドも同様に in vitro， in 
vivo の両方で抗腫瘍効果が確認でき，現在特許申請中である。 
 

＜課題となった点＞ 

上記，肥厚性瘢痕治療薬としての TGF-β1 抑制 PI ポリアミドや，前立腺癌治療薬候補の PI

ポリアミドは前臨床試験や GMP グレードの大量合成の目途が立ち，また特許も取得済みもし

くは出願中であることから，実用化に向けた研究が予定通り進んだと言えるが，それ以外の

PI ポリアミドはその段階に至る前にプロジェクトが終了した。4) ABCA1 遺伝子を標的とした PI

ポリアミドによる善玉コレステロール HDL の誘導，5) 抗腫瘍効果を持つ E-box 認識 PI ポリ

アミドの開発，8) Fc 受容体 γ 鎖の発現抑制ポリアミドの開発の３つは，マウスを用いた薬効

試験においても効果を確認できたことから，今後研究費を獲得し継続したい。 
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＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

自己評価については，週一回のミーティングで成果を報告し合い，研究の方向性について

検討するとともに，不定期で会合を持ち，研究データや方向性について，適宜検討している。 

 研究費は，前年度までの成果を考慮し，プロジェクトの最終目標への到達を効率よく行える

ように，かつ公平に分配した。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 
 外部評価については，京都大学理学部・杉山 弘教授，八戸学院大学・人間健康学部・遠
藤守人教授，兵庫県立大学大学院工学研究科・今高寛晃教授に外部評価委員として評価を
依頼した。年 1 回の成果報告会にて我々の研究成果を発表し，研究に対する客観的な意見
を受け，次年度の研究方針の作成の参考にした。 
  

 

＜研究期間終了後の展望＞ 
（本プロジェクト終了後における研究の継続の有無，有の場合は今後の研究方針，無の場合は当該研究施設・

装置・設備の活用方針を記述してください。） 

本プロジェクト終了後も，研究体制はこのまま継続し，まだ途上である研究を引き続き行い，

PI ポリアミドの実用化を目指している。これらの研究を行う上で，当該研究施設・装置・設備を

利用し，さらに外部予算の獲得に力を入れている。 

 

＜研究成果の副次的効果＞ 
（研究成果の活用状況又は今後の活用計画（実用化・企業化の見通しや，特許の申請があればその申請状

況・取得状況等）について，記述してください。） 

 

前立腺がん特異的融合遺伝子の生成を抑制する PI ポリアミドについて特許申請中である。

「新規 PI ポリアミド（前立腺がん特異的融合遺伝子 TMPRSS2-ERG の形成を抑制させ，

抗腫瘍作用を示すポリアミド） 特願 2012-106382 (2012/6/8), 出願人;日本大学，発明者；

大日方大亮，高橋 悟，福田 昇，藤原恭子」 
 

もう一つの前立腺がん治療薬候補である ACSL3 抑制 PI ポリアミドについて特許申請中であ

る。「新規 PI ポリアミド（ACSL3 の発現を抑制し，抗腫瘍作用を示すポリアミド） 特願

2013-48126 (PCT/JP2014/056251), 出願人;日本大学，発明者；大日方大亮，高橋 悟，

藤原恭子，井上 聡，高山賢一」 
 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１） ピロール・イミダゾール・ポリアミド   （２） ゲノム創薬   （３） 肥厚性瘢痕治療薬（４） 

新規前立腺癌治療薬   （５） 抗腫瘍薬   （６）  癌関連遺伝子 （７）   脂質代謝異常

治療薬     （８）  霊長類を用いた前臨床試験     

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記，１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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クロマトグラフィーによる血漿中ピロール－イミダゾールポリアミド Human Lox-1 測定法の開発. 

日本薬学会第 132 年会 平成 24 年 3月 31 日 札幌 

155. 前原有辰，齊藤加奈，青山隆彦，亀井伴紀，上野高浩，福田 昇，永瀬浩喜，松本宜明:液体クロ

マトグラフィータンデム質量分析計を用いた固相抽出法によるラット血漿中 pyrrole imidazole 

polyamide測定法の確立. 日本薬学会第 132 年会 平成 24 年 3月 31 日 札幌 

156. 木原雅典，青山隆彦，河村俊介，亀井伴紀，小松裕司，大月 穣，福田 昇，上野高浩，永瀬浩喜，

松本宜明:新規腫瘍親和性化合物の高速液体クロマトグラフィーによる血漿中濃度測定法の開発. 

Establishment of HPLC method to measure a new agent providing a tumor tissue affinity in 

rat plasma. 日本薬学会第 132 年会 平成 24 年 3月 31 日 札幌 

157. 青山隆彦，松本宜明: PIポリアミド体内動態モデルによる血中遊離型 PIポリアミド濃度の予測. 私

立大学戦略的研究基盤形成支援事業「ゲノム化学に基づく先進医療開発研究拠点」平成 23 年度報

告会 平成 24 年 3月 3 日 池袋 

青山隆彦 

158. 宮本 葵，黒田直也，紺野樹理，青山隆彦，松本宜明: ピロール-イミダゾールポリアミドの測定

法に関する研究. 第 59 回日本薬学会関東支部大会 平成 27 年 9月 12 日 船橋 

159. 青山隆彦，荻野知美，上野高浩，福田 昇，永瀬浩喜，松本宜明: ラットにおけるピロール-イミ

ダゾールポリアミドの定量的構造-薬物動態相関解析. 日本薬学会第 134年会 平成 26年 3月 30日 

熊本 

160. 青山隆彦，松本宜明: 新規光線力学療法候補化合物および PI ポリアミドの薬物体内動態解析.日本

大学 N.研究プロジェクト第５回（最終）シンポジウム「ナノ物質を基盤とする光・量子技術の極限

追求」～健やか未来への一里塚～ 平成 25 年 12 月 21日 市ヶ谷 

161. 青山隆彦，松本宜明: PI ポリアミド体内動態モデルによる血中遊離型 PI ポリアミド濃度の予測私

立大学戦略的研究基盤形成支援事業「ゲノム化学に基づく先進医療開発研究拠点. 平成 23 年度報

告会 平成 24 年 3月 3 日年度報告会 平成 24 年 3月 3 日 池袋 

藤原恭子 

162. 藤原恭子, 大日方大亮, 伊藤亜希子, 高山賢一, 浦野友彦, 井上 聡, 相馬正義, 高橋 悟, 永

瀬浩喜, 福田 昇: ピロール・イミダゾール・ポリアミド(PIP)を用いた前立腺癌関連融合遺伝子

の発現抑制法の検討. 第 87 回日本内分泌学会学術総会 福岡, 2014 年 4月 26日 ＊7 

163. 吉澤信輔，杉藤公信，星 玲奈，渡邉揚介，植草省太，川島弘之，大橋研介，池田太郎，越永従道，

藤原恭子，永瀬浩喜．腎芽腫細胞株(G401)における KCNQ1OT1 遺伝子を標的とした 

PYRROLE-IMIDAZOLE POLYAMIDE (PIP)の抗腫瘍効果の検討．第 53回日本小児・血液がん学会学術集

会，福岡，2013.11 ＊10 

164. 藤原恭子, 相馬正義, 永瀬浩喜：Genome-wide screening of aberrant DNA methylation which 

associated with gene expression in skin cancers. 第 36 回日本分子生物学会年会, 神戸, 2013.1 

165. 藤原恭子, 相馬正義, 永瀬浩喜：抗腫瘍効果を持つ E-box 認識ピロール・イミダゾール・ポリアミ

ドの開発. 第 72 回日本癌学会学術総会, 横浜, 2013.10 ＊9 

166. 藤原恭子 E-box 認識 PI ポリアミドによる抗腫瘍効果の検討. 第 22 回癌病態治療研究会, 東京, 
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173. 大日方大亮, 藤原恭子, 高山賢一, 浦野友彦, 永瀬浩喜, 井上 聡, 高橋 悟：TMPRSS2-ERG 融合
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的アルキル化剤」 第 18回日本癌分子標的治療学会 2014 年 6月 26 日仙台 
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ディエゴ 米国 

184. 井上貴博, 平岡桐子, 養田裕行, 杉本博一, 篠原憲一, 渡部隆義, 越川信子, 尾崎俊文, 永瀬浩

喜, 坂東俊和, 杉山 弘 変異型 KRASを標的とした塩基配列特異的アルキル化剤によるマウス移植

ヒト大腸癌の増殖抑制 第 36 回日本分子生物学会年会 2013 年 12 月 3 日〜12月 6 日. 神戸 

185. 平岡桐子, 井上貴博, 養田裕行, 杉本博一, 篠原憲一, 渡部隆義, 越川信子, 板東俊和, 杉山 

弘, 尾崎俊文, 永瀬浩喜 変異型 KRAS を標的とした塩基配列特異的アルキル化剤による腫瘍細

胞の増殖抑制 第 36 回日本分子生物学会年会. 2013 年 12 月 3日～6 日. 神戸  

186. 永瀬浩喜 越川信子 DNA 結合合成化合物を用いたインビボでの標的遺伝子発現調節の試み  第 16

回 日本がん分子標的治療学会 2012 年 6 月 29 日 北九州市 示説 第 16 回学術総会 プログラ

ム・抄録集 日本がん分子標的治療学会 page87 2012 

187. Takahiro Watanabe, Hiroki Nagase. MYCN TENSCRIPTION SILENCER BY USING SYNTHETIC 

PYRROLE-IMIDAZOLE POLYAMIDE MOLECULE IN NEUROBLASTOMA CELLS. 7th INTERNATIONAL SOCIETY OF 

PEDIATRIC ONCOLOGY ASIA CONGRESS Yogyokarta Indnesia 2012年 4 月 21-24 日 

 

 

＜研究成果の公開状況＞（上記以外） 

シンポジウム・学会等の実施状況，インターネットでの公開状況等 

＜既に実施しているもの＞ 

 

第 1 回成果報告会 2012 年 3 月 (会場：日本大学医学部リサーチセンター4F) 

第 2 回成果報告会 2013 年 3 月 (        同     上          ) 

第 3 回成果報告会 2014 年 3 月 (        同     上          ) 

第 4 回成果報告会 2015 年 2 月 (        同     上          ) 

第 5 回成果報告会 2016 年 3 月 (会場：日本大学医学部大学院棟 1 階 1 番講堂) 

 

インターネットホームページの作成 

http://www.med.nihon-u.ac.jp/department/intmed/general/research/index.html 
 

＜これから実施する予定のもの＞ 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項とそれへの対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

臨床に直結する事なので，PI ポリアミド，PSSM-8 の前臨床試験の成果に関する外部評価委

員会の設立及び幅広い臨床分野の成果の取りまとめと相互評価について，明確にされた

い。また，構成メンバー多数のため，研究成果の集約に留意されたい。 

 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

外部評価委員会の設立については，京都大学理学部・杉山弘教授，八戸学院大学・人間健

康学部・遠藤守人教授，兵庫県立大学大学院工学研究科・今高寛晃教授に外部評価委員と

して評価を依頼した。委員会の方々には，年度末の報告会において忌憚のない意見をいた

だき，平成 24 年度終了の時点では中間評価を受けた。これらの外部評価委員会からの指摘

を研究の方向性に反映させるよう努めた。 

 

構成メンバーが多数である点については，上記の毎年度末の報告会に加えて，週 1 回のグ

ループミーティング，不定期なミーティングを行い，研究の方向性について適宜検討してい

る。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

組織が広がり過ぎて，前臨床に向かう研究としては，資金を集中し，なるべく早く PI ポリアミド

の有効性や安全性が証明できることが重要と思われる。 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
付された留意事項に対し，どのような対応策を講じ，また，それにより，どのような成果があがったか等につい

て，詳細に記載してください。 

 

留意事項をふまえ，中間評価までの時点で有望な結果の得られていた「TGF-β1 標的 PI ポ

リアミドを用いた肥厚性瘢痕治療薬の開発」および「前立腺がん治療効果を持つ PI ポリアミ

ドの開発」の二つのプロジェクトに特に資金，人材を集中させ，精力的に研究を続行した。最

終的にはいずれのプロジェクトにおいても，動物実験における薬効試験が完了し，GMP グレ

ードの大量合成，GLP グレードでの物性試験，安全性毒性試験の準備段階に入っている。

特に，TGF-β1 標的 PI ポリアミドのプロジェクトにおいては，霊長類マーモセットを用いた薬

効試験を行った点，人体に投与する場合と同様，PI ポリアミドを混合した軟膏の塗布という形

の投与方法により効果を確認した点，前臨床試験としてかなりの成果を得たと言える。TGF-

β1 標的 PI ポリアミドおよび前立腺がん治療 PI ポリアミド，どちらも現在までに得られている

成果については，論文として報告している。 
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１７　施設・装置・設備の整備状況  （私学助成を受けたものはすべて記載してください。）
（千円）

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

H18年度 29,400

800 56,500 28,250

ライカTCS SP5
FCS

1 640

整備年度 補助金額

環境完結型遺伝
子改変動物飼育
システム　MVCS
シリーズ　遺伝子
改変動物飼育装
置　　ワークベンチ
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物用麻酔器TK-
5CM/O2
ｽｷｬﾍﾞﾝｼﾞｬ
50206

1 320 61,000 30,500

LC/MS/MS液体クロマ
トグラフィー質量解析
機

_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 日本大学

実験医学研究所 S41年度 　438　㎡ 1 8 _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ 日本大学

医学部創設70周年記
念館（リサーチセンター）

H12年度 5,721　㎡ 4

質量分析遺伝子変異
解析システム

遺伝子改変動物飼育
システム

H18年度

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

H18年度 日立ﾊｲﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ
Mass ARRAY
Compact System

7,672

93,440

1

15

H18年度 QUATTRO
PREMIER
MS/MS検出器
ACQUITY　UPLC
System N2ｶﾞｽ発
生装置　SIC
Model　２４ｓ

5,333

3331

1

セルソーター H18年度 BD FACSAriaセル
ソーターセット３
レーザータイプY

1

マウス用ＣＴシステム

蛍光相関顕微鏡システ
ム

事業経費施　設　の　名　称 研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番 事業経費

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

0

私学助成

私学助成

私学助成

66,900 33,450

51,210

58,800

25,605

私学助成

私学助成

私学助成

補助主体

私学助成

補助主体
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ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

ｈ

１８　研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

（兼務職員） 1,638 研究補助 1,638 月給　300,000円，年間時間数　1064時間，　実人数　1人

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 2,640 研究用機器 2,640 超低温フリーザー、　蛍光顕微鏡、パソコン

研究補助
※所定福利費等を含む

（研究設備）

人件費支出

旅費交通費

年　　　度

報酬・委託料
（　　修繕費　　）

28,344

23

16,809

通信運搬費

10,731

図　　　　書

教育研究経費支出
計

検査委託、解析業務委託費等

計

分注ロボット H18年度

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費
1

業務委託
28 成果報告会旅費交通費

金　　額

16,809

フルオロ・イメージ／ア
ナライザー

H18年度 蛍光画像分析装
置LMD6000蛍光リ
ビングセルシステ
ム

1 960 22,711

ﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰｵｰﾄﾒｰｼｮ
ﾝｼｽﾃﾑ
Biomek3000ﾍﾞｰｼｯ
ｸﾊﾟｯｹｰｼﾞ 　ﾗﾌﾞｳｴ
ｱ/ｶﾗｰﾎﾙﾀﾞ
Biomek3000ｸﾞﾘｯ
ﾊﾟｰｼｽﾃﾑ　ｳｵｯｼｭ
ﾕﾆｯﾄ(6方ﾊﾞﾙﾌﾞ付)
Biomek3000 8ｳｵｯ
ｼｭﾂｰﾙ  ﾊﾞｷｭｰﾑ
ﾊﾞﾙﾌﾞﾕﾆｯﾄ
B2K/3K用新ACｺﾝ
ﾄﾛｰﾗ  真空ﾎﾟﾝﾌﾟｼ
ｽﾃﾑ(HTS用)  ﾊﾞ
ｷｭｰﾑﾏﾆﾎｰﾙﾄﾞｶﾞｽ
ｹｯﾄ  Biomek3000
標準ﾌｨﾙﾄﾚｰｼｮﾝ
ｷｯﾄ
Biomek3000MP20
ﾂｰﾙ
Biomek3000P200L
ﾂｰﾙ

1

4,032 8,480ＰＳＳＭ－8 1

160 11,466

遺伝子改変動物作成
システム

H18年度 TW-TG/KO-2シス
テム

1 170 20,618

多種品目同時固相法
自動ペプチド合成装置

H23年度

22,990 15,326

1

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

試薬、化合物合成材料、細胞・培地等
宅急便代

支　出　額

研究用消耗品
研究試料送付

動物飼育用個別ケージ
ラック

H18年度 Super Mouse 750
AllerZone 140ｹｰ
ｼﾞ用ｼｽﾃﾑ
75140AR
OneCage
AllerZone 56ｹｰｼﾞ
用ｼｽﾃﾑ80785A-
56  ﾜｰｸﾍﾞﾝﾁKN-
738(H)

1 93,440

0 0

4,636

1,243

4,636

1,243

0

時給     　900円，年間時間数　1,370時間，　実人数　1人

0

PTC-240T　Tetrad2修理　等

月給　270,000円，年間時間数　　982時間，　実人数　1人

機器修理

28,344

10,731
775

研究旅費 28

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

研究補助 1,7551,755

775

私学助成

私学助成

私学助成

私学助成15,140

7,644

5,650

13,745

積　　算　　内　　訳

私学助成
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  平成 年度

  平成 年度

※所定福利費等を含む

※所定福利費等を含む
1,212 研究補助 1,212 時給　     900円，年間時間数　1,330時間，　実人数　1人

（兼務職員） 4,059 研究補助 4,059 月給　300,000円，年間時間数　5,100時間，　実人数　1人

4,059 研究補助 4,059

年　　　度 24

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

図　　　　書 0 0

計 630 630

計 17,663 17,663

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 630 研究用機器 630 顕微鏡デジタルカメラ

教育研究経費支出 0 0

3,925 研究補助 3,925 月給　290,000円，年間時間数　1,750時間，　実人数　1人

753 研究補助 753 時給　     900円，年間時間数　　830時間，　実人数　1人

月給　300,000円，年間時間数　2,010時間，　実人数　1人

計 17,704 17,704

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,655 研究補助 3,655 月給　270,000円，年間時間数　1,970時間，　実人数　1人

（　　修繕費　　） 111 機器修理 111 オートクレーブ、パソコン修理

（　　雑費　　） 18 学会参加費 18 学会参加費

旅費交通費 34 研究旅費 34 学会旅費

報酬・委託料 3,924 業務委託 3,924 検査委託、解析業務委託費、標本作製費等

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 13,592 研究用消耗品 13,592 試薬、化合物合成材料、細胞・培地等

通信運搬費 25 研究試料送付 25 宅急便代

計 0 0 学内０人、学外０人、外国０人、学振０人　

年　　　度 25

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 0 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 0 0

図　　　　書 0 0

教育研究経費支出 0 0

計 13,200 13,200

722 研究補助 722 時給　　 　900円，年間時間数　　800時間，　実人数　1人

976 研究補助 976 時給　　 　900円，年間時間数  1,073時間，　実人数　1人

（兼務職員） 4,006 研究補助 4,006 月給　300,000円，年間時間数　2,619時間，　実人数　1人

3,886 研究補助 3,886 月給　290,000円，年間時間数　1,900時間，　実人数　1人

計 22,789 22,789

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

（　　修繕費　　） 123 機器修理 123 ピペットマン、パソコン等修理費

（　　雑費　　） 12 12 学会参加費

旅費交通費 53 研究旅費 53 学会旅費、成果報告会旅費交通費

報酬・委託料 5,649 業務委託 5,649 検査業務、解析業務及び標本作製委託費、成果報告会謝金

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 16,933 研究用消耗品 16,933 試薬、化合物合成材料、細胞・培地等

通信運搬費 19 研究試料送付 19 宅急便代

3,610

0

月給　270,000円，年間時間数　1,898時間，　実人数　1人

研究支援推進経費 0
0

研究補助

0

3,610

学内０人、学外０人、外国０人、学振０人　

0
0

人件費支出

計

ポスト・ドクター

計

リサーチ・アシスタント 0

2,640 2,640

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

0
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  平成 年度

  平成 年度

研究支援推進経費 0 0

図　　　　書 0 0

計 1,973 1,973

計

計 0 0 学内０人、学外０人、外国0人、学振０人　

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0

6,422 6,422

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 1,973 研究用機器 1,973 吻合手技訓練装置、超音波画像診断装置、パソコン

1,719 研究補助 1,719 時給　   1,200円，年間時間数　1,417時間，　実人数　1人

教育研究経費支出 0 0
※所定福利費等を含む

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,946 研究補助 3,946 月給　290,000円，年間時間数　1,400時間，　実人数　1人

（兼務職員） 757 研究補助 757 時給　     950円，年間時間数　　780時間，　実人数　1人

（　　雑費　　） 513 論文投稿料、学会参加費 513 論文投稿料、学会参加費

計 13,036 13,036

報酬・委託料 1,270 業務委託 1,270 報告会招聘者謝金、業務委託費、遺伝子解析、DNA病理解析

（　　修繕費　　） 21 機器修理 21 機器修理　等

印刷製本費 18 論文別刷代 18 封筒印刷代

旅費交通費 157 研究旅費 157 学会旅費、成果報告会旅費

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 11,054 研究用消耗品 11,054 試薬、化合物合成材料、細胞・培地等

通信運搬費 3 研究試料送付 3 試料等郵送代

計 0 0 学内０人、学外０人、外国０人、学振０人　

年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

ポスト・ドクター 0 0

研究支援推進経費 0 0

計 3,061 3,061

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント 0 0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,061 研究用機器 3,061 食道内温度モニタリングシステム、血液分析器、サーマルサイクラ-、パソコン

図　　　　書 0 0

計 9,337 9,337

912 研究補助 912 時給　     900円，年間時間数　1,000時間，　実人数　1人

教育研究経費支出 0 0
※所定福利費等を含む

（兼務職員） 3,968 研究補助 3,968 月給　290,000円，年間時間数　1,600時間，　実人数　1人

761 研究補助 761 時給　     900円，年間時間数　　840時間，　実人数　1人

計 17,610 17,610

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 3,696 研究補助 3,696 月給　270,000円，年間時間数　2,100時間，　実人数　1人

（　　修繕費　　） 310 機器修理 310 フリーザー、サーマルサイクラ-　修理

（　　雑費　　） 16 学会参加費 16 学会参加費

旅費交通費 50 研究旅費 50 学会旅費

報酬・委託料 2,804 業務委託 2,804 検査委託、標本作製費等､派遣職員人件費

消　耗　品　費 14,422 研究用消耗品 14,422 試薬、化合物合成材料、細胞・培地等

通信運搬費 8 研究試料送付 8 宅急便代

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

研究支援推進経費 0 0

計 0 0 学内０人、学外０人、外国０人、学振０人　

リサーチ・アシスタント 0 0

ポスト・ドクター 0 0
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